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看護部理念

「患者さんの意思を尊重し専門性を発揮した
温かな看護を実践します」

沼津市立病院 Numazu City Hospital

看護部長 渡邉淳子

沼津市立病院は静岡県東部の中核病院として、

「市民のために 共に歩む病院」を理念に掲げ、
急性期病院としての役割と地域医療の充実・発展に
努めることを使命としています。
チーム医療における看護職の役割や期待が高まる中、
看護部は地域の皆さまが安心して暮らし続けられるよう院内や地域と連携・協働し、質の高い
看護サービスの提供ができるよう努力しています。当院では看護職が専門職業人として自律し
成長できるよう、人材育成に力を入れ卒後教育の充実と自己研鑽やキャリアアップへの支援し、
教育専従師長を配置することで一人一人に細やかな支援ができるようにしています。看護師が
互いに認め合い成長できるような環境づくりをめざし、人と人とのつながりを大切に考えてい
ます。また、職場にはさまざまな年代の看護職がいますがスタッフ一人一人がいきいきと働け
るように、ワークライフバランスを考慮した勤務体制や院内保育所の併設、職場環境の改善を
進めています。
これからも患者さんやご家族の思いに寄り添うことを原点に、看護部の理念である心やさしい
看護を目指し、日々努力していきます。手厚いサポートでみなさんの成長を後押しする当院で
活躍しませんか。私たちは自ら学び、成長を目指せる人材との出会いを楽しみにしています。

【基本方針】
１．患者さんに満足していただける看護を提供します
２．安全・安心な看護を提供します
３．多職種でのチーム医療を推進します
４．質の高い看護を提供するために自己研鑽します
５．地域と連携した看護を推進します



看護提供方式
「継続受け持ち方式」です。
当院の継続受け持ち方式とは、患者に満足度・質の高い看護が提供できる

ことを目的に入院から退院まで継続して受け持ち、責任を持ってケアする方
式です。

看護部紹介

看護部の組織

看護部長のもとに、副看護部長、病棟・外来部門に
師長、主任を配置し、各自の役割を明確にしたチーム
医療を実践する上で、それぞれが力を発揮しています。

看護体制
8病棟（NICUを含む）、ICU、手術室、救命救急センター・放射線科・内視

鏡室、人工透析室、外来化学療法・点滴室、各科外来、入退院支援センター
に看護職員を配置しています。 看護職員配置は7対1、夜勤は3交代と変則2
交代で、一部夜勤専従を取り入れています。

チーム医療
感染制御チーム、褥瘡対策チーム、栄養サポートチーム、緩和ケアチーム、

認知症ケアチームなど多職種でのチーム医療を推進しています。

病院理念

市民のために 共に歩む病院

沼津市立病院は

１．専門医療を提供するとともに、救急医療・小児医療・
産科医療などに積極的に取組みます。

２．医療を受ける人々の立場に立ち、患者中心の医療を行
います。

３．県東部の基幹病院として地域医療を支えます。
４．将来の医療を担う質の高い人材を育成します。
５．市立病院として効率的で健全な病院経営に努めます。



新人教育

4月

•新入職者研修

•準夜勤研修

5月

•注射演習インスリン

•注射演習SMBG

6月

•院外机上研修

•院外研修

7月

•グループワーク

8月 9月

•シュミレーション

•グループワーク



1月

•看護倫理Ⅰ

2月

•リフレッシュ研修

3月

研修修了証

沼津 花子 様

あなたは看護部教育委員会主催

による令和2年度新人看護師研修を

修了したことを証します。

よくがんばりましたね。

令和3年２月5日

沼津市立病院

看護部長 渡邉淳子

プリセプターより ～成長したところ～

・患者の状態変化に築けるように
なった→報告・相談・連絡もできる様に
なった
・失敗してしまった時もその原因と今後
の対策を考え、同じ失敗をしないように
努力している
・いつも明るく元気

10月

•フィジカルアセスメン

ト（初級）

11月

•エンザルケア

12月

•看護観を育てよう



沼津市立病院 Numazu City Hospital

１．ポートフォリオの定義
看護師としての実践・研究・成果が記録されたもので、

これまでの成長過程や能力個性が一元化され見出せるファイル

2. 目的
学習した事、実践した事などの記録をファイルし

自己の成長過程を客観的に評価できる資料とする
自分の課題を明らかにし、目標達成の過程を通して自己教育力を高める
専門職としての継続教育の資料とする

3. ポートフォリオの種類
・パーソナルポートフォリオ：
仕事や活動、成果などをファイルしたもの

・テーマポートフォリオ：
目的に向かうプロセスの資料や情報をファイルしたもの

・ライフポートフォリオ：
自分の健康や身体の情報をファイルしたもの

ポートフォリオ



www.***.com

Logo
マーク

≪評価の考え方≫
修得してきたことを確認するとともに、フィードバックを行い
自信をもって一歩ずつ能力を獲得していけることがねらいです

【「看護職員として必要な基本的姿勢」「管理的側面」について】
 平成22年度より チェックリストに加わりました。

 オリエンテーションにて講義受講項目も表示しました。

 項目により 6か月後9ヵ月後に実施し、日常業務において見直すきっかけとなることが

ねらいです。最終総合評価は4回目の１2か月後となります。

【看護実践における技術側面】について
 新人看護職員が段階的に看護基本技術が習得できるようにすすめていきます。

 わからない・知らない事も明確にし、 看護手順を見直す目的も兼ねています。

 技術項目は 14項目に分類されています。

 項目が多いため 入職3ヶ月 6か月 9か月 12か月にわけ以下の項目で

チェックをすすめていきます。

3ヶ月（ /    )： １，２，３，４，５、項目

6か月(   /    )： ８．１１，1２，１3項目

9か月(   /    )： ６，７， ９，10 項目

12か月(   /    )： すべての項目（最終総合評価）

注）患者の看護技術の実施においては 高度なあるいは看護を必要とする場合は除き、
比較的状態の安定した患者の看護を想定しています。なお、重症患者等の実施は到達
目標とすることが必要な施設は、部署においては、想定される患者の状況等を適宜調整
してください

 到達段階と評価の方法にについて

１） 日本看護協会が提示する 入職1年目に達成すべき項目とその内容について行います

２）★は1年目に 経験し修得すべき項目です。

それぞれの内容で 段階があり Ⅰ～Ⅳの段階があります。

Ⅰ 実施できる Ⅱ指導のもと実施できる

Ⅲ 演習でできる Ⅳ知識としてわかる

 評価項目チェックのすすめかた

当院看護部の看護手順を活用し行ってください。

新人看護師自己評価・プリセプター（他者）評価をし、今後の研修修正の指標と活用してく
ださい。提出時には、それぞれの評価を修正せず提出を行ってください。

※4回の提出日は 研修参加日となりますが、予定は 後日おしらせします。

 最終の第4回 総合評価時では 各所属長にも 到達度評価の確認をお願いしてください
看護技術 項目名

大項目

１ 実施できる
中項目 ２ 指導のもと実施できる

３ 演習でできる
４ 知識としてわかる

経験修得
必須項目

新人
到達度

評価予定

３ヶ月
第1回

６ヶ月
第2回

９ヶ月
第3回

１２ヶ月
最終

１環境調節技術

１）①療養生活における快適な環境条件 ②病室内の環境整備 ★ 1

２）シーツ交換（ベッドメーキング） ★ 1

２食事援助技術

１）食生活支援 （栄養状態・電解質のバランスについてのアセスメント） ★ 2

２）①食事介助 ②嚥下障害のある患者への食事介助 ★ 1

３）経管栄養 ★ 1

３排泄援助技術

１）①自然排尿・排便援助（トイレ・尿器介助・便器介助） ★ 1

２）導尿 1

３）膀胱内留置カテーテルの挿入と管理 1

４）浣腸 1

5）摘便 2

４活動・休息援助技術

１）①歩行介助 ②移送（ストレッチャー） ③車いす移動・移乗 ★ 1

２）体位変換 ★ 1

３）関節可動域訓練・廃用性症候群の予防 2

４）入眠・睡眠への援助 ★ 2

５）体動、移動に注意が必要な患者への援助 ★ 2

５清拭・
衣生活援助技術

１）全身清拭 ★ 1

２）洗 髪 1

３）口腔ケア ★ 1

４）入浴介助 1

５）①陰部洗浄 ②オムツ交換 ③足浴・手浴 ★ 1

６）寝衣交換時の衣生活の支援 ★ 1

６呼吸・
循環を整える技術

１）酸素吸入療法 ★ 1

２）吸引：気管内・口腔内・鼻腔内 ★ 1

３）ネブライザー吸入 ★ 1

４）体温調節 ★ 1

５）体位ドレナージ（体位排痰法） 2

６）人工呼吸器の管理 4

７創傷管理技術

１）創傷処置 2

２）褥瘡の予防 ★ 1

３）包帯法 2

８与薬の技術

１）①経口薬の与薬 ②外用薬の与薬 ③直腸内与薬 ★ 1

２)皮下注射・筋肉注射・皮内注射 1

３）静脈内注射、点滴静脈内注射 1

４）中心静脈内注射の準備・介助・管理 2

５）輸液ポンプ・シリンジポンプの準備と管理 1

６）輸血 2

７）抗生物質の用法と副作用の観察 ★ 2

８）インシュリン製剤の種類、用法、副作用の観察(投与手順は皮下注射に準ずる) 2

９）麻薬の主作用・副作用の観察 2

１０）薬剤等の管理（劇薬・麻薬・血液製剤を含む） 2

3年間到達度を確認していきます

チェックリスト

≪評価の考え方≫
修得してきたことを確認するとともに、フィードバックを行い自信をもって一歩ずつ能力
を獲得していけることがねらいです

「看護職員として必要な基本的姿勢」 「管理的側面」について

オリエンテーションにて受講する項目も表示しています。

項目により 『入職6ヶ月後』 『入職9ヵ月後』 に評価を実施し、
日常業務について見直すきっかけとしてください。

最終総合評価は4回目の１2か月後となります。

評価は「1：できる」「2：指導のもとで実施できる」の２段階で評価します。

「看護実践における技術側面」について

新人看護職員が段階的に看護基本技術が習得できるようにすすめていきます。

わからない、知らない事を明確にし、 看護手順を見直す目的も
兼ねています。

技術項目は 14項目に分類されています。項目が多いため、
入職 『3ヶ月』 『6か月』 『9か月』 『12か月』に分け、
各期間の評価項目についてチェックをしていきます。



個別的なケア
が実践できる
看護師

卒後教育

助言を受けな
がら実践する
看護師

自分で考えな
がら実践できる

看護師

指導的立場と
して実践できる

看護師

より複雑な状況
で実践できる
看護師

院内研修 ラダー関連研修
（認定看護師によるトピックス研修・ナーシングスキル聴講・ラダー別必須研修）

院外研修 静岡県看護協会主催の教育研修 学会参加等の自己研修

職場内教育

レベルⅠ
新入職者研修
準夜勤研修
注射演習
テルモプラネックス研修
シミュレーション研修
看護論
フィジカルアセスメント初級
看護倫理：基礎
リフレッシュ研修

レベルⅡ
メンバーシップ研修
コミュニケーション基礎
リーダーシップ研修
看護倫理
フィジカルアセスメント中
級
事例検討
プリセプター研修

レベルⅣ
退院支援・応用
多職種連携
事例展開

レベルⅤ
意思決定支援
事例展開

レベルⅢ
フィジカルアセスメント上
級
リーダーシップ研修
退院支援・基礎
看護倫理

新人ナース

スタッフナース

２～３年目

リーダーナース

４～７年目

同期の絆で育つ
チーム全体で育てる
職種の垣根を越えて育てる

新規採用看護師が安心して安全な看護ケアを提供するための臨床実践能力を習得できることを

目的に実施し、卒後３年間は定期的な集合教育を充実させています。

各部署ではプリセプターシップ制をとり、職員全体での支援体制が行えるようにしています。

モデルナース

８年目～

コーディネート
ナース



クリニカルラダー

当院のラダーは、日本看護協会のラダーをもとに組織的役割遂行能力、自
己教育・研究能力を加えたキャリアラダーとし、レベルⅠ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ
としています。

レベルⅠ

レベルⅣ

レベルⅢ

レベルⅡ

レベルⅤ

・新人看護師として従事する看護師
・臨床看護実践に必要な知識・技術及び社会人・専門職業人
としての態度を身につけ、安全にベッドサイドケアができ
る看護師

・病院の理念・方針、看護部の方針・目標、病棟の目標や
業務の流れなどを理解し、自部署の基本的な看護の知
識・技術を身につけ、自立して臨床看護実践できる看護師

・専門領域の看護について知識を持ち、経験に基づいて個
別性のある臨床看護実践を提供でき、リーダーシップが
とれる看護師

・専門領域の看護について深い知識を持ち、経験に基づいて
高度な臨床看護実践を提供でき、後輩のロールモデルとな
れる看護師

・自部署の目標達成のために、指導的役割がとれる看護師

・患者の緊急及び予期できない問題発生などに際して、包括
的な知識と豊富な経験に基づいて、素早く適切な臨床看護
実践を提供できる看護師

・所属を超え、看護部や病院から求められる役割を遂行で
きる看護師

自らが目標設定し、実践能力を客観的に評価し、
キャリアを向上させるために活用しています。

新人ナース

スタッフナース

リーダーナース

モデルナース

コーディネートナース



認定看護師とは、「ある特定の分野において熟練した看護技術と知識を有する
こと」を日本看護協会が認めた看護師です。
看護の現場において、実践、指導、相談の3つの役割を遂行しながら看護の質を
向上させ、多種職との連携を取り、医療の質の向上を目指していきます。

全国学会や地方会等に参加し、日々研鑽を重ねて、より良い質の
高い看護を提供するモデルとして活動しています。
医療職に対する研修会、市民公開講座をはじめとした研修会の開催、
院内における多種職チームの要としての活動など、チーム医療を牽
引する役割も果たしています。
また、在宅医療に関わる訪問看護師との連携、同行訪問など、地

域に向けた活動にも協力しています。 看護師として5年以上の経験
を持ち、認定看護師の資格を希望された方には、病院から助成金等
の援助があり、恵まれた環境で資格取得に集中して受講することが
できます。

当院では、8分野12名の認定看護師が
活躍しています。

認定看護師の活躍

希望者は認定看護師教育課程の受講が可能です。

感染管理 ２名 脳卒中リハビリ ２名
救急看護 ２名 緩和ケア １名
集中ケア ２名 皮膚排泄ケア １名
がん性疼痛 １名 認知症看護 １名



沼津市立病院に入職してもっとも良かった点は、
卒後教育がしっかりしている点です。
院内の研修が豊富にありますし、指導担当者だけでなく病棟の先輩みなさんで指
導をしてくれます。
また、普段から和気あいあいとした雰囲気で、声を掛け合う習慣があります。先
輩方に相談しやすい雰囲気なので、困ったことや不安なことがあるとすぐに先輩
に相談するようにしています。
休みも取りやすいので、休日は市内の海や山へドライブに出かけたりと、プライ
ベートも充実しています。

看護師 秋山月乃

患者さん一人一人を理解しながら、患者さんや家族のために何
をすべきか考え、お互い尊重し合いながらチームで看護に取り組
んでいます。若手からベテランまでさまざまな年代のスタッフが
活躍するアットホームな職場です。

先輩の声



私たちと“看護”を実感しましょう！

〒410－0302
静岡県沼津市東椎路字春ノ木550番地

TEL.055-924-5100（代）
FAX.055-924-5133

当院ホームページ
（https://www.numazu-hospital.shizuoka.jp/)


